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マグネシウムアミドを用いるベンザインの発生法と多置換含窒素複素環合成への
展開
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【背景・目的】Mg(TMP)2·2LiX は Eaton1や Knochel2らにより報告された芳香環上
の脱プロトンに有効な塩基である。一方、最近我々は、Mg(TMP)2·2LiBrを用いた
ベンザインを経由するワンポットインドリン形成-7 位アリール化反応を開発し、
dictyodendrin類の全合成を達成した 3。今回、マグネシウムアミドによるベンザイ
ン発生法の一般性の検討と複素環合成への応用を目的として研究を行った。 
【方法・結果】はじめにベンザインとイソベンゾフランとの[4+2]環化付加反応を
モデル反応として用いて、種々のマグネシウムアミドによるベンザイン発生の反
応を評価した。その結果、Mg上に 2つの TMP基を有する構造に 2当量の LiClを
添加した試薬が、ベンザインのスムーズな生成に有効であることが分かった。ま
た、本条件をインドリンやカルバゾールの構築にも応用したので、合わせて報告
する。  
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